
 日本経済新聞社は、日経ＮＥＷＳキャンパスに続く 「学生応
援プロジェクト 」として、文字・活字文化推進機構との共催で、  

公開シンポジウム「活字の力～若者にも伝えたい」を開催しま
す。参加は無料、先着順です。定員６００人のうち、２００人を
学生招待枠とします。  

 前半のトークショーには「月と蟹」、 「カラスの親指」で知られ
る直木賞作家の道尾秀介さんが登場、後半のパネルディカッ
ションは経営者や学者らに、読書や言葉の魅力を体験談や科
学的裏づけからなど多角的に語ってもらいます。  

 

 「活字の力 
  ～若者にも伝えたい」 

日時   ９月１４日（土）午後２時～４時半 
  入場無料 先着順 （200人は学生招待枠） 

会場    日経ホール（東京・大手町）  
トークショー  「読んできた！書いてきた！」 
          道尾秀介氏（作家）、インタビュアー：杉江松恋氏（書評家） 

パネル討論 「活字の魅力と底力」 
  島田精一氏（日本ユニシス特別顧問、元社長） 
  酒井邦嘉氏（言語脳科学者） 
  古市憲寿氏（社会学者） 、肥田美代子氏（童話作家） 

  司会：須黒清華氏（テレビ東京アナウンサー）  

お申し込み  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｍｏｊｉｋａｔｓｕｊｉ．ｏｒ．ｊｐ  
お問い合わせ  ℡ ０３・３５１１・７３０５ 
  （月～金、文字・活字文化推進機構） 

Ｃ タカオカ邦彦 


	　「活字の力�　　～若者にも伝えたい」

